






目的

　McComas ら 14)の報告以降,Dy マウスの筋病変成立には筋外性因子,特に神経

性因子の関与が注目され,前項に述べた末梢神経近位部の形態的変化の発見は,

筋ジストロフィー発現についての neurogenic theory を一層促進させる一方,

神経性因子を否定する論文も少くない.最近においても,Gallup and Dubowitz

は 15)筋肉の培養結果から neurogenic theory を支持するのに対し,Johnson &

Montgomery 16)は parabiotic reinnervation の結果に基づき,生後の筋変化は

遺伝因子によるものであるとして,神経性影響を否定している.neurogenic

theory の当否は別として,Dy マウスの末梢神経に一定の変化が存在することに

疑問の余地はないので,筋病変の分布に特有な pattern が存在するか否かを検

討するため,本研究を行なった.


